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表紙

開催日時
2022年5月27日（金曜日）
午前10時 (開場午前9時30分)

第37回　定時株主総会

招集ご通知
新型コロナウイルスの感染リスクを踏まえ、株主総会当日
のご来場は可能な限りお控えいただき、書面または電磁的
方法（インターネット）による事前の議決権行使をご選択
いただきますようお願い申し上げます。
なお、昨年より、当日ご出席の株主様へのお土産は取り止
めさせていただいております。
何卒、株主の皆様にはご理解賜りますようお願い申し上げ
ます。

開催場所
東京都品川区大井一丁目50番５号
アワーズイン阪急
シングル館３階　A+B会議室
末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。
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招集ご通知

証券コード　6086
2022年5月11日

株  主  各  位

代表取締役会長兼社長 内藤　秀雄

東京都品川区東大井二丁目13番８号
シンメンテホールディングス株式会社

　

1. 日　　　　　時 2022年5月27日（金曜日）午前10時　開場午前9時30分
2. 場　　　　　所 東京都品川区大井一丁目50番５号

アワーズイン阪急　シングル館３階　Ａ+Ｂ会議室
（末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

3. 会議の目的事項
報告事項 1. 第37期（自 2021年3月1日　至 2022年2月28日）事業報告、連

結計算書類ならびに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結
果報告の件

2. 第37期（自 2021年3月1日　至 2022年2月28日）計算書類報告
の件

決議事項
第１号議案
第２号議案

剰余金の処分の件
定款一部変更の件

第37回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第37回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し
上げます。
　なお、新型コロナウイルスの感染リスクを踏まえ、株主総会当日のご来場は可能
な限りお控えいただき、書面または電磁的方法（インターネット）による事前の議
決権行使をご選択いただきますようお願い申し上げます。株主様におかれまして
は、後記株主総会参考書類をご検討いただき、「議決権行使についてのご案内」
（３頁）をご参照のうえ、2022年5月26日（木曜日）午後6時までに議決権を行使
いただきますようお願い申し上げます。

敬　具
記

以　上

－ 1 －
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招集ご通知

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付へご提出くださいますようお願い申し上げます。
◎本招集ご通知において提供すべき書類のうち、次に掲げる事項を法令及び定款第15条の規定に基づき、インターネット

上の当社ウェブサイト（https://www.shin-pro.com/）に掲載しておりますので、本招集ご通知の添付書類には記載し
ておりません。

・事業報告の「会社の体制及び運用状況の概要」
・連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
・計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」
◎事業報告、連結計算書類、計算書類及び株主総会参考書類の記載事項を修正する必要が生じた場合は、修正後の事項を

インターネット上の当社のウェブサイト（https://www.shin-pro.com/）に掲載いたしますのでご了承ください。
◎新型コロナウイルス感染予防に関するお知らせ
　本株主総会にご出席される株主様は、株主総会開催日現在の感染状況やご自身の体調をお確かめのうえ、マスク着用な

どの感染予防にご配慮いただき、ご来場賜りますようお願い申し上げます。また、会場の当社スタッフは検温を含め体
調を確認のうえ、マスク着用で応対いたします。

　なお、今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生ずる場合は、インターネット上の当社のウェブサイト
（https://www.shin-pro.com/）においてお知らせいたします。

－ 2 －
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申し上げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、ご返送く
ださい。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2022年5月27日（金曜日）
午前10時(受付開始:午前9時30分)

2022年5月26日（木曜日）
午後６時到着分まで

2022年5月26日（木曜日）
午後６時入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内

こちらに議案の賛否をご記入ください。
第１、２号議案

◦ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 反対する場合 「否」の欄に〇印

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

見 本

※議決権行使書用紙はイメージです。

書面（郵送）及びインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱いい
たします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたしま
す。

－ 3 －
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権行使
ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://www.web54.net

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」での議決権行使は1回に限り
可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※‌�QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイト
へ遷移できます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1
議 決 権 行 使 書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本
見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」
を入力

「ログイン」を
クリック

「パスワード」
を入力
実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間　９：00～21：00）

－ 4 －
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剰余金処分議案

株主総会参考書類

議案及び参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件

期末配当に関する事項
　剰余金の配当につきましては、株主の皆様への利益還元を重視し、継続的かつ安定的な配当
を基本としつつ、当社の業績及び将来の会社を取り巻く環境などを勘案しながら実施しており
ます。
　このような方針の下、当期の期末配当につきましては１株につき19円といたしたいと存じま
す。

(1) 配当財産の種類
　　金銭といたします。
(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　当社普通株式１株につき金19円　　総額 194,088,971円
(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

　2022年5月30日

－ 5 －
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定款一部変更の件

現　行　定　款 変　更　案
（株主総会参考書類等のインターネット開示とみな
し提供）
第15条 当会社は、株主総会の招集に際し、株主総

会参考書類、事業報告、計算書類及び連結
計算書類に記載又は表示をすべき事項に係
る情報を、法務省令に定めるところに従い
インターネットを利用する方法で開示する
ことにより、株主に対して提供したものと
みなすことができる。

　　　  （削　除）

第２号議案 定款一部変更の件
１. 提案の理由

　「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第１条ただし書きに規定す
る改正規定が2022年９月１日に施行されることに伴い、株主総会資料の電子提供制度が導
入されることとなりますので、次のとおり定款を変更するものであります。
(1) 株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる旨を定款に定めるこ

とが義務付けられることから、変更案第15条（電子提供措置等）第１項を新設するもの
であります。

(2) 株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる事項のうち、書面交
付を請求した株主に交付する書面に記載する事項の範囲を法務省令で定める範囲に限定
することができるようにするため、変更案第15条（電子提供措置等）第２項を新設する
ものであります。

(3) 株主総会資料の電子提供制度が導入されますと、現行定款第15条（株主総会参考書類等
のインターネット開示とみなし提供）の規定は不要となるため、これを削除するもので
あります。

(4) 上記の新設及び削除される規定の効力に関する附則を設けるものであります。なお、本
附則は期日経過後に削除するものといたします。

２. 変更の内容
　変更の内容は次のとおりであります。

（下線は変更部分）

－ 6 －
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定款一部変更の件

現　行　定　款 変　更　案
（電子提供措置等）

　　　  （新　設） 第15条 当会社は、株主総会の招集に際し、株主総
会参考書類等の内容である情報について電
子提供措置をとる。

2 当会社は、電子提供措置をとる事項のうち
法務省令で定めるものの全部又は一部につ
いて、議決権の基準日までに書面交付請求
をした株主に対して交付する書面に記載す
ることを要しないものとする。

　　　  （新　設） （附則）

（株主総会資料の電子提供に関する経過措置）

　　　  （新　設） 第１条 定款第15条（株主総会参考書類等のイン
ターネット開示とみなし提供）の削除及び
定款第15条（電子提供措置等）の新設
は、2022年９月１日から効力を生ずるも
のとする。

2 前項の規定にかかわらず、2022年９月１
日から６か月以内の日を株主総会の日とす
る株主総会については、定款第15条（株
主総会参考書類等のインターネット開示と
みなし提供）は、なお効力を有する。

３ 本条の規定は、2022年９月１日から６か
月を経過した日又は前項の株主総会の日か
ら３か月を経過した日のいずれか遅い日後
にこれを削除する。

以　上

－ 7 －
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当連結会計年度の事業の状況

（ 自　2021年3月 1 日
至　2022年2月28日 ）

(添付書類)
事　業　報　告

Ⅰ. 企業集団の現況
(1) 当連結会計年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の普及
により、緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置が全国的に解除される等、経済活動の正常
化に向けた動きがみられましたが、新たな変異株の出現による感染者数の再拡大に伴い、再
び経済活動が制限されたことにより、依然として先行き不透明な状況が続いております。
　このような経済環境の下、当社グループが展開するトータルメンテナンスサービス事業
は、店舗・施設の設備・機器及び内外装等の修理・修繕といった店舗・施設運営には欠かせ
ない業務をアウトソーサーとして担うことによって顧客へ利便性・効率性・経済性を提供し
ております。メンテナンスのニーズそのものは、店舗・施設の設備・機器及び内外装等が存
在する以上、底堅いものがあります。しかしながら新型コロナウイルス感染症により経営環
境の悪化が継続している状況下では、顧客の店舗・施設運営におけるトータルコストの低減
の重要度が従来にも増して上がってきております。当社グループとしましては、店舗・施設
のメンテナンス管理業務のアウトソースによる内部コスト低減、メンテナンス道場を活用し
たメンテナンス教育による外注コストの低減、これまで蓄積されたデータの分析による予防
メンテナンス・計画修繕の提案等の施策を示し、経営・業績に貢献する店舗・施設運営のパ
ートナーとして迎えていただくことを目指し活動を続けております。中でも、メンテナンス
道場においてはオンラインを活用し、動画配信やライブ中継による研修という新たな取り組
みを行い、顧客とのさらなる信頼関係の構築を推進しております。
　事業活動におきましては、前期より活動を継続してまいりましたが、感染症予防体制を整
え、24時間の依頼受付窓口と営業体制で、コロナ禍においても徹底して顧客に寄り添う体制
を維持したことから、他社に依頼されていたエリア・工種の案件が寄せられる等、業界内の
シェアを向上させる戦術が功を奏しております。また、コロナ禍において店舗・施設での空
調・換気システムへの関心が高まり、メンテナンス需要が増加したことに伴い、空調案件専
門チームを組成して対応した結果、新規顧客の受注獲得、既存顧客の拡大に寄与しておりま
す。兼ねてより取り組んできた飲食業界以外の業界へのビジネスを拡大する活動につきまし
ては、これまで以上にドラッグストア、介護事業者、物販・小売業などへ向けてサービス提
供を行い、これまでに手掛けていなかった業態への販売促進活動を強化した結果、既存顧客
の拡大に加え、新たな顧客を獲得しております。

－ 8 －
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当連結会計年度の事業の状況

　これらの活動を継続してまいりました結果、当社グループ売上高の大半を占める「緊急メ
ンテナンスサービス」につきましては、新規顧客の獲得に加え、既存顧客のサービス対象店
舗及びメンテナンスの対象種類の増加により好調に推移いたしました。また、突発的な設
備・機器の不具合発生を未然に防ぐための「予防メンテナンスサービス」につきましては、
大手チェーン企業の店舗を中心に既存サービスであるエアコン、冷凍・冷蔵機器についての
事前整備・点検・洗浄が堅調に推移いたしました。
　上記の結果、当連結会計年度の売上高は16,434百万円（前期比14.0％増）、経常利益は
923百万円（前期比31.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は571百万円（前期比
30.8％増）となりました。

② 設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました設備投資の総額は49百万円で、主要なものは
営業所移転、システム投資、社有車購入等となっております。

③ 資金調達の状況
　当連結会計年度は、金融機関より長期借入金595百万円を行いました。

④ 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

⑥ 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分、新株予約権等の取得または処分の状況
　該当事項はありません。

－ 9 －
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財産及び損益の状況の推移

期　別

項　目

第34期

自　2018年3月 1日
至　2019年2月28日

第35期

自　2019年3月 1日
至　2020年2月29日

第36期

自　2020年3月 1日
至　2021年2月28日

第37期
（当連結会計年度）

自　2021年3月 1日
至　2022年2月28日

売 上 高 (千円) 14,152,117 15,678,393 14,420,064 16,434,392

経 常 利 益 (千円) 644,305 854,320 704,477 923,082
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 (千円) 501,909 591,978 436,610 571,101

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益 (円) 47.50 55.95 41.18 54.46

総 資 産 (千円) 5,025,148 5,897,734 5,886,291 6,746,816

純 資 産 (千円) 2,272,402 2,618,356 2,862,491 2,708,066

 (2) 財産及び損益の状況の推移

（注）当社は、2020年3月1日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。こ
れに伴い、第34期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しておりま
す。
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重要な親会社及び子会社の状況

会　社　名 資　本　金 当社の議決権比率 主要な事業内容

シンプロメンテ㈱ 10,000千円 100％
店舗、厨房設備の維
持・保全の為のトータ
ルメンテナンスサー
ビス業

㈱テスコ 10,000千円 100％
店舗施設・設備・機器
等の保守及び改善サ
ービス業

会　社　名 住　　所 帳簿価額の合計額 当社の総資産額

㈱テスコ 東京都三鷹市上連雀
一丁目12番17号 1,203,170千円 2,673,667千円

(3) 重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況
　該当事項はありません。

② 子会社の状況

③ 特定完全子会社に関する事項（2022年2月28日現在）

－ 11 －
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対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所等

(4) 対処すべき課題
　現在、当社グループは、店舗に対するトータルメンテナンスサービスを提供する事業を中
心に展開を進めておりますが、新型コロナウイルス感染症の影響により不透明な事業環境が
継続すると想定しております。このような環境の下、市場の変化を常に把握しつつ、業界を
的確に分析し、飲食店や小売店等からのあらゆるメンテナンスの要求に対して、的確なサー
ビスをワンストップで提供するために、次の項目を課題として認識しております。

① 人材の育成及び確保
　当社グループは、日々発生する店舗のメンテナンスを管理するオペレーション部門に優
れた管理能力やコミュニケーション能力を持つ人材を配置することは、今後ますます多様
化するメンテナンス依頼に対応する上で重要な課題と考えております。
　また、店舗運営の上での設備・機器のメンテナンスに関連する課題を解決する提案能力
を有する人材を確保することは、今後の当社グループの成長にとって重要な課題です。
　社員に対する新たな知識、技術の習得に加え、問題解決能力や提案力の強化等、教育訓
練等の育成活動を実施してまいります。

② メンテキーパーの継続的なサービスレベルの向上
　当社グループは、実際のメンテナンスサービスをメンテナンス協力業者であるメンテキ
ーパーに委託しているビジネスモデルのため、メンテキーパーの資質、メンテナンススキ
ル、機動性、工事を実施するための資格保有状況、過去の実績等の把握とメンテキーパー
のサービスレベルの維持・向上は、非常に重要な経営課題のひとつです。
　今後も顧客サイドに立ったサービスレベルの向上の観点から、メンテキーパーの教育・
研修や指導、管理により一層注力してまいります。

③ 店舗メンテナンス業務のアウトソーシングについての認知度向上
　チェーン展開、多店舗展開している企業には、相応の設備・機器等のメンテナンス業務
が必要となり、企業の成長と共にその業務も増大していく傾向にあります。業務量増加に
企業独自で対応しようとした場合、人員の確保や労働環境の整備、効率的なリソース活用
など課題が出てきます。
　当社グループは、メンテナンス業務のアウトソーシングを通じて、スムーズな業務遂行
を行い、顧客企業に対して高い利便性、効率性、経済性を提供することができ、顧客企業
の成長をサポートできる点を更に認知させることに努め、より一層のマーケットシェア拡
大に努めてまいります。
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対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所等

④ 業務基幹システムであるメンテシステムの維持・強化
　当社グループの事業は、店舗で実施するメンテナンスを個別にかつ的確に管理し、必要
な時に迅速に情報を把握できることが業務遂行上重要であり、その管理の根幹をなす当社
の基幹システムである「メンテシステム」を安定的に稼働させることが経営戦略上非常に
重要な課題であります。昨今の経済状況、事業の継続的発展に伴い、当該システムの更な
る強化の必要性は比例的に増大いたしますので、機能の拡充を継続的且つ迅速に実施して
いく方針であります。

⑤ 内部管理体制の強化
　当社グループが継続的な企業価値の向上を目指すためには、コンプライアンス・リスク
管理を念頭においた内部管理体制の強化・充実が不可欠であります。グループ各社及び社
内各部署の業務手順の適合性や部門間の連携を再点検し、適正かつ効率的な内部牽制機能
が備わった体制を構築してまいります。
　また、従業員一人ひとりの意識の向上を図るとともに、モニタリング機能やリスク管理
体制の強化・充実に努めてまいります。

　株主各位におかれましては、今後とも一層の御理解と御支援、御鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。

(5) 主要な事業内容（2022年2月28日現在）
　店舗・施設の設備機器及び内外装等のトータルメンテナンスサービス事業

(6) 主要な営業所等（2022年2月28日現在）
①当　社
　本　社：東京都品川区東大井二丁目13番８号

②子会社　シンプロメンテ株式会社
　本　店：東京都品川区東大井二丁目13番８号
　営業所：仙台・名古屋・大阪・福岡

③子会社　株式会社テスコ
　本　店：東京都三鷹市上連雀一丁目12番17号
　営業所：名古屋・大阪・福岡

－ 13 －
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従業員の状況、主要な借入先及び借入額

従　業　員　数 前連結会計年度末比増減
217名 15名増

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

121名 5名増 41歳7ヶ月 ４年９ヶ月

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

96名 10名増 46歳4ヶ月 11年7ヶ月

(7) 従業員の状況（2022年2月28日現在）
①企業集団の従業員の状況

（注）従業員数には、臨時従業員の当連結会計年度における平均雇用人員（154名）は含んでおりません。

②当社の従業員の状況
　当社は従業員はおりません。

③子会社　シンプロメンテ株式会社の従業員の状況

（注）従業員数には、臨時従業員の当連結会計年度における平均雇用人員（62名）は含んでおりません。

④子会社　株式会社テスコの従業員の状況

（注）従業員数には、臨時従業員の当連結会計年度における平均雇用人員（92名）は含んでおりません。

借入先 借入残高

株式会社みずほ銀行 335,000千円

株式会社三井住友銀行 412,000千円

(8) 主要な借入先及び借入額（2022年2月28日現在）
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株式に関する事項

(1) 発行可能株式総数 24,000,000株

(2) 発行済株式の総数 10,215,209株 （自己株式617,791株を除く）

(3) 株主数 2,676名

(4) 大株主（上位10位）

株　　　　　主　　　　　名 持株数
株

持株比率
％

内 藤 秀 雄 2,331,100 22.81

内 藤 　 剛 784,000 7.67

株 式 会 社 乃 村 工 藝 社 686,848 6.72

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 477,800 4.67

株 式 会 社  Ｓ ｈ ｕ  Ｍ ａ ｎ ａ ｇ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ 400,000 3.91

F C P  S E X T A N T  A U T O U R  D U  M O N D E 400,000 3.91

NORTHERN TRUST CO.（AVFC） SUB A/C NON TREATY 393,800 3.85

合 田 利 恵 378,000 3.70

Goldman Sachs Bank Europe SE, Luxembourg Branch 330,300 3.23

F C P  S E X T A N T  G R A N D  L A R G E 250,000 2.44

Ⅱ. 株式に関する事項（2022年2月28日現在）

（注）1.当社は、自己株式617,791株を所有しておりますが、持株比率は自己株式を除外して計算しておりま
す。

2.持株比率は小数点第３位を切り捨てて表示しております。

(5) その他株式に関する重要な事項
　　該当事項はありません。
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新株予約権等に関する事項

Ⅲ. 新株予約権等に関する事項
(1) 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株

予約権の状況
　該当事項はありません。

(2) 当事業年度中に従業員等に職務執行の対価として交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項
　特に記載すべき事項はありません。
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会社役員に関する事項

氏　　　名 地位及び担当 重要な兼職の状況

内　藤　秀　雄 代表取締役会長兼社長
シンプロメンテ㈱代表取締役社長
㈱テスコ代表取締役会長
㈱Shu Management取締役

村　山　政　昭 専 務 取 締 役 シンプロメンテ㈱専務取締役事業本部長
㈱テスコ取締役

大　崎　秀　文 常 務 取 締 役 Ｃ Ｆ Ｏ シンプロメンテ㈱常務取締役管理本部長
㈱テスコ取締役

内　藤　　　剛 常 務 取 締 役
㈱テスコ代表取締役社長
シンプロメンテ㈱取締役
㈱Shu Management代表取締役

脇　本　源　一 取 締 役

山　縣　有　徳 取 締 役 栃木産業㈱専務取締役
公益財団法人山縣有朋記念館副理事長

荒 川 　 勤 常 勤 監 査 役 シンプロメンテ㈱監査役
㈱テスコ監査役

田　村　稔　郎 監 査 役
吉 木 　 徹 監 査 役

Ⅳ. 会社役員に関する事項
(1) 取締役及び監査役の氏名等

（注）1.取締役脇本源一氏と山縣有徳氏は、社外取締役であり、東京証券取引所に独立役員として届け出ており
ます。

2.監査役3名全員は、社外監査役であり、東京証券取引所に独立役員として届け出ております。
3.監査役田村稔郎氏は、公認会計士として財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものでありま

す。
4.監査役吉木徹氏は、法律家としての長年にわたる豊富な経験と事業経営に関する幅広い見識を有するも

のであります。

(2) 取締役及び監査役の報酬等
　①役員報酬等の内容の決定に関する方針等

　当社の取締役の報酬等の限度額は、2019年5月24日開催の定時株主総会において年額
300百万円以内（取締役５名分であり、使用人兼務取締役の使用人分給与を含みません。）
と決議しております。
　なお、当社は定款にて取締役の員数を８名以内、監査役の員数を３名以内と定めており、
2022年2月期末日時点の取締役の員数は６名、監査役の員数は３名であります。また、同株
主総会において年額50百万円以内（取締役５名分）として、取締役に対して当社の企業価値
の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主の皆様との一層の価値共有を
進めることを目的として、譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。
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会社役員に関する事項

区分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数

（名）基本報酬 業績連動
報酬等

非金銭
報酬等

取締役
（うち社外取締役）

230,548
（7,731）

224,062
（6,885）

－
（－）

6,486
（846）

６
（２)

監査役
（うち社外監査役）

14,030
（11,705）

14,030
（11,705）

－
（－）

－
（－）

５
（４)

合計
（うち社外役員）

244,579
（19,436）

238,093
（18,590）

－
（－）

6,486
（846）

11
（６)

　また、当社の監査役の報酬等の限度額は、2013年5月30日開催の定時株主総会において
年額40百万円以内（監査役３名分）と決議しております。
　取締役の個人別の報酬等の決定に係る事項については、当社全体の業績を俯瞰しつつ各取
締役の担当事業の評価を行うには代表取締役会長兼社長が最も適していると判断しており、
代表取締役会長兼社長の内藤秀雄に委任しております。
　当社の取締役の報酬等の額又はその算定方法の決定については、株主総会で決議された報
酬総額の範囲内で決定することとし、そのうえで取締役会にて決定された範囲内において代
表取締役会長兼社長に一任されております。
　監査役の報酬額については、監査役会にて監査役の協議によって支給実績等を勘案して決
定しております。

　②取締役及び監査役の報酬等の額

（注）1.2019年5月24日開催の第34回定時株主総会において、取締役の報酬限度額を年額300百万円以内と決
議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は、５名（うち、社外取締役は１名）で
す。

2.2013年5月30日開催の第28回定時株主総会において、監査役の報酬限度額を年額40百万円以内と決
議いただいております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は、３名（うち、社外監査役は２名）で
す。

3.上記非金銭報酬等は、譲渡制限付株式報酬制度に基づく当事業年度における費用計上額を記載しており
ます。

4.期末日現在の取締役は６名（うち、社外取締役は２名）、監査役は３名（全員、社外監査役）でありま
す。

(3) 役員等賠償責任保険契約内容の概要
　当社は、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間
で締結し、被保険者がその業務の遂行に伴う行為に起因して損害賠償請求された場合、損害
賠償金及び争訟費用を当該保険契約により補填することとしており、１年毎に契約更新して

－ 18 －
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会社役員に関する事項

区分 氏名 出 席 状 況 、 発 言 状 況 及 び 社 外 取 締 役 に 期 待
さ れ る 役 割 に 関 し て 行 っ た 職 務 の 概 要

取　締　役 脇　本　源　一
当該事業年度開催の取締役会13回中13回に出席しておりま
す。また、当社グループの経営課題等について独立した客観的
な立場から質問し、意見を述べております。

取　締　役 山　縣　有　徳
当該事業年度開催の取締役会13回中12回に出席しておりま
す。また、当社グループの経営課題等について独立した客観的
な立場から質問し、意見を述べております。

監　査　役 荒　川　　　勤
当該事業年度開催の取締役会10回中10回に、監査役会10回中
10回に出席しております。多様な事業分野での豊富な経験、
幅広い知識、情報などに基づく高い見識から、客観的かつ中立
的な立場で審議における必要な発言を行っております。

監　査　役 田　村　稔　郎
当該事業年度開催の取締役会13回中11回に、監査役会13回中
11回に出席しており、必要に応じて、公認会計士としての専
門的見地から適宜発言を行っております。また、代表取締役と
の意見交換を実施しております。

監　査　役 吉　木　　　徹
当該事業年度開催の取締役会10回中10回に、監査役会10回中
10回に出席しており、必要に応じて、法律家としての専門的
見地から適宜発言を行っております。また、代表取締役との意
見交換を実施しております。

おります。
　当該保険契約の被保険者は、当社及び当社子会社の取締役及び監査役であり、被保険者は
保険料を負担しておりません。

(4) 社外役員に関する事項
① 他の法人等の業務執行者の兼職状況及び当社と当該他の法人等との関係

　取締役山縣有徳氏は、栃木産業株式会社の専務取締役及び公益財団法人山縣有朋記念館
の副理事長であります。当社は、栃木産業株式会社、及び公益財団法人山縣有朋記念館と
の間に特別な関係はありません。

② 他の法人等の社外役員の兼職状況及び当社と当該他の法人等との関係
　該当事項はありません。

③ 各社外役員の主な活動状況

－ 19 －
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会計監査人の状況

支　払　額

①　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 28,000千円

②　当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭
その他財産上の利益の合計額 28,000千円

Ⅴ. 会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称
　東陽監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）1.会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由は、会計監査人が提出した監査計画の妥当性や適
切性を確認し、監査時間及び報酬単価といった算出根拠や算定内容を精査した結果、当該報酬は相当、
妥当であることを確認したことによります。
2.当社と会計監査人との間の監査契約におきまして、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、①の金額には金融商品取
引法に基づく監査の報酬等の額が含まれております。

(3) 非監査業務の内容
　該当事項はありません。

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　会計監査人が会社法第340条第１項各号に該当する場合、監査役会は、監査役全員の同意
に基づき、会計監査人を解任する方針としております。
　また、監査役会は、上記の場合のほか、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と
認められるなど、会計監査人として適当でないと判断される場合には、会計監査人の解任又
は不再任に関する議案を決定し、取締役会は、当該決定に基づき当該議案を株主総会に提出
いたします。

－ 20 －
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連結貸借対照表

連 結 貸 借 対 照 表

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
科 目 金 額 科 目 金 額

【流　 　動 　　資 　　産】 ［6,074,574］ 【流　 　動　 　負　 　債】 ［3,218,298］
現 金 及 び 預 金 3,479,786 買 掛 金 2,192,781
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 2,000,581 1年内返済予定の長期借入金 240,000
商 品 85,992 リ ー ス 債 務 6,243
未 成 業 務 支 出 金 83,288 未 払 金 342,358
未 収 還 付 法 人 税 等 125,963 未 払 法 人 税 等 314,776
そ の 他 303,407 そ の 他 122,138
貸 倒 引 当 金 △4,445

【固　 　定　 　資　 　産】 ［672,241］ 【固　 　定　 　負　 　債】 ［820,450］
（有　形　固　定　資　産） （121,062） 長 期 借 入 金 507,000
建 物 78,105 リ ー ス 債 務 16,003
車 両 運 搬 具 13,229 資 産 除 去 債 務 23,040
工 具、器 具 及 び 備 品 10,961 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 274,407
リ ー ス 資 産 18,765 負 債 合 計 4,038,749

（無　形　固　定　資　産） （97,228） 純　資　産　の　部
の れ ん 55,003 【株　 　主　 　資　 　本】 ［2,715,663］
ソ フ ト ウ エ ア 38,468 資 本 金 236,000
そ の 他 3,755 資 本 剰 余 金 719,216

（投 資 そ の 他 の 資 産） （453,951） 利 益 剰 余 金 2,488,564
投 資 有 価 証 券 188,232 自 己 株 式 △728,116
繰 延 税 金 資 産 95,913 【その他の包括利益累計額】 ［△7,597］
そ の 他 169,805 その他有価証券評価差額金 △7,597

純 資 産 合 計 2,708,066
資 産 合 計 6,746,816 負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,746,816

（2022年2月28日現在）
(単位：千円)

－ 21 －
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連結損益計算書

連 結 損 益 計 算 書
（ 自　2021年3月 1 日

至　2022年2月28日 ）
科 　　　　　　目 金　　　　　　 額

売上高 16,434,392
売上原価 12,808,061

売上総利益 3,626,330
販売費及び一般管理費 2,721,737

営業利益 904,593
営業外収益

受取利息 106
受取配当金 2,700
保険解約返戻金 22,673
その他 2,714 28,194

営業外費用
支払利息 2,750
持分法による投資損失 5,914
自己株式取得費用 893
その他 147 9,705

経常利益 923,082
特別利益

固定資産売却益 232
関係会社株式売却益 9,039 9,271

税金等調整前当期純利益 932,354
法人税、住民税及び事業税 412,095
法人税等調整額 △50,842 361,252
当期純利益 571,101
親会社株主に帰属する
当期純利益 571,101

(単位：千円)
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貸借対照表

貸 借 対 照 表

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
科 目 金 額 科 目 金 額

【流　 　動 　　資 　　産】 ［1,221,606］ 【流 　　動 　　負 　　債】 ［274,763］
現 金 及 び 預 金 1,002,508 1年内返済予定の長期借入金 240,000
前 払 費 用 3,799 未 払 金 14,504
関 係 会 社 短 期 貸 付 金 30,000 未 払 法 人 税 等 6,396
未 収 還 付 法 人 税 等 125,963 そ の 他 13,863
そ の 他 59,336 【固 　　定 　　負 　　債】 ［781,407］

【固　 　定　 　資　 　産】 ［1,452,061］ 長 期 借 入 金 507,000
（有  形  固  定  資  産） （6,639） 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 274,407
車 両 運 搬 具 5,438 負 債 合 計 1,056,170
工  具、  器  具  及  び  備  品 1,200 純　資　産　の　部

（投 資 そ の 他 の 資 産） （1,445,421） 【株 　　主 　　資 　　本】 ［1,625,094］
投 資 有 価 証 券 188,232 資 本 金 236,000
関 係 会 社 株 式 1,213,170 資 本 剰 余 金 719,216
敷 金 及 び 保 証 金 1,607 資 本 準 備 金 194,320
保 険 積 立 金 37,227 そ の 他 資 本 剰 余 金 524,895
繰 延 税 金 資 産 5,184 利 益 剰 余 金 1,397,994

そ の 他 利 益 剰 余 金 1,397,994
繰 越 利 益 剰 余 金 1,397,994

自 己 株 式 △728,116
【評 価 ・ 換 算 差 額 等】 ［△7,597］
その他有価証券評価差額金 △7,597
純 資 産 合 計 1,617,496

資 産 合 計 2,673,667 負 債 ・ 純 資 産 合 計 2,673,667

（2022年2月28日現在）
(単位：千円)
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損益計算書

損 益 計 算 書
（ 自　2021年3月 1 日

至　2022年2月28日 ）
科 　　　　　　目 金　　　　　　 額

売上高 1,191,398

売上原価 -

売上総利益 1,191,398

販売費及び一般管理費 346,146

営業利益 845,251

営業外収益

受取利息 263

受取配当金 7,689

保険解約返戻金 22,673

その他 278 30,904

営業外費用

支払利息 2,444

自己株式取得費用 893 3,337

経常利益 872,818

特別利益

関係会社売却益 17,000 17,000

税引前当期純利益 889,818

法人税、住民税及び事業税 48,361

法人税等調整額 2,999 51,361

当期純利益 838,457

(単位：千円)
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

指　定　社　員 公認会計士 山田　嗣也業 務 執 行 社 員
指　定　社　員 公認会計士 西村　仁志業 務 執 行 社 員

2022年4月15日
シンメンテホールディングス株式会社
取　締　役　会　御　中

東　陽　監　査　法　人
　東京事務所

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、シンメンテホールディングス株式会社の2021年
３月１日から2022年２月28日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、シンメンテホールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に
係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査
の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。
当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、
また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継
続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。 

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

－ 25 －
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計
算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個
別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重
要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実
性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査
報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書
類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに
連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切
な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任があ
る。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は
軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき
利害関係はない。

以 上

－ 26 －
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独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

指　定　社　員 公認会計士 山田　嗣也業 務 執 行 社 員
指　定　社　員 公認会計士 西村　仁志業 務 執 行 社 員

2022年4月15日
シンメンテホールディングス株式会社
取　締　役　会　御　中

東　陽　監　査　法　人
　東京事務所

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、シンメンテホールディングス株式会社の
2021年３月１日から2022年２月28日までの第37期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）に
ついて監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい
るものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査
の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当
監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。

会計監査人の監査報告書　謄本

－ 27 －
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計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類
等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に
又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が
あると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注
記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査
人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は
継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算
書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は
軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以 上

－ 28 －
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監査役会の監査報告書

監　査　報　告　書
　当監査役会は、2021年3月1日から2022年2月28日までの第37期事業年度の取締役の職
務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作
成し、以下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結

果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担
等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及
び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社
及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換
を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を
確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定め
る体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体
制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状
況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしまし
た。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び
検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われる
ことを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査
に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備し
ている旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

監査役会の監査報告書　謄本

－ 29 －
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社外監査役（常勤） 荒 川 　 勤 ㊞
社外監査役 田 村 稔 郎 ㊞
社外監査役 吉 木 　 徹 ㊞

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類
（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細
書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書
及び連結注記表）について検討いたしました。

2. 監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して

いるものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事

実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当

該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
(3) 連結計算書類の監査結果
　会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2022年4月20日
シンメンテホールディングス株式会社　監査役会

　
以　上

－ 30 －
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裏表紙

アワーズイン阪急（シングル館３階 Ａ+Ｂ会議室）
東京都品川区大井一丁目50番5号

■交通のご案内
●「大井町駅」徒歩１分
＜京浜東北線＞中央改札口を出て右側（中央西方面①）の階段をご利用ください。
＜りんかい線＞改札を出て右側（Ａ２出口）のエスカレーターをご利用ください。
＜東急大井町線＞改札口を出て右側のJR線に沿って直進ください。

　

定時株主総会会場ご案内図

東急大井町線大井町駅 JR大井町駅改札口

イトーヨーカドー

至 大崎・恵比寿

至 下神明・二子玉川
至 品川・東京

至 川崎・横浜

至 新木場

駅前中央通り

大井
光学
通り

アワーズイン
阪急
（シングル館）

A2
出口

改札口
中央

西口改札 東口改札

駅
町
井
大
線
い
か
ん
り

JR

線
北
東
浜
京

駅
町
井
大

城南信用金庫

静岡銀行
みずほ銀行

三菱UFJ 銀行城南信用金庫

静岡銀行
みずほ銀行

三菱UFJ 銀行

アワーズイン
阪急

（ツイン館）

アワーズイン
阪急

（ツイン館）
阪急大井町
ガーデン
阪急大井町
ガーデン
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